
「
巨
大
城
下
町

・
江

戸

の
社
会
的
結
合
」

(報
告
要
旨
に
か
え
て
)

吉
田

伸
之

「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
の
創
立
大
会
に
あ
た
り
、
何
か
報
告
せ
よ
」
と
の
小
谷
注
之
氏
の

一
言
か
ら
、
こ
う
し
た
羽
目

(報
告
の
文
章

化

1
)
に
陥

っ
て
し
ま

っ
た
。
尊
敬
し
て
や
ま
ぬ
先
輩
か
ら
の
「命
令
」
に
常
に
従
順
で
あ
ろ
う
と
努
力
し
て
き
た
が
、
今
回
は
全
く
の
準
備

不
足

で
大
会
当
日
に
臨
ま
ざ
る
を
得
ず
、
大
会
直
前
に
公
表
さ
れ
た
拙
稿

「伝
統
都
市
の
終
焉
」
(『日
本
史
講
座
』
七
巻
、
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
五
年
)
の
未
熟
な
内
容
に
つ
い
て
ふ
れ
な
が
ら
、
「歴
史
の
な
か
の
大
都
市
」
へ
と
向
か
う
視
座
や
方
法
に

つ
い
て
若
干

コ
メ
ン

ト
す
る
こ
と
で
お
茶
を
濁
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
当
日
の
報
告
内
容
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
文
章
化
す
る
と
、
そ
の
大
半
は
前
掲

拙
稿

の
く
り
返
し
と
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
具
体
的
な
論
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
お
読
み
い
た
だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
報
告
要
旨
に
か

え

て
、
拙
稿
の
方
法
的
前
提
や
、
そ
の
後
考
え
て
い
る
二
・三
の
点
に
つ
い
て
付
記
す
る
こ
と
で
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

●

1

拙
稿

「伝
統
都
市
の
終
焉
」
は
、
江
戸
を
素
材
と
し
て
、
日
本
の
近
世
が
固
有
に
創
出
し
た
伝
統
都
市
類
型
日
城
下
町
の
解
体

へ
の
道

の

り
を
、
特
に
町
人
地
社
会
に
お
け
る
社
会
的
結
合
の
中
軸
に
あ
る
と
こ
ろ
の
、
仲
間
や
組
合
と
よ
ば
れ
た
共
同
組
織
の
動
向
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ

て
て
描
こ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
方
法
と
し
て
次
の
二
つ
を
前
提
と
し
た
。
第

一
は

「伝
統
都
市
」
論
で
あ
る
。
こ
れ

は
都
市

の
歴
史
を
、
伝
統
都
市
ー
近
代
都
市
ー
現
代
都
市
と
い
う
よ
う
な
三
分
法
に
よ

っ
て
捉
え
よ
う
と
す
る
、
時
代
区
分
的
な
類
型
論
で

あ
る
。
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
現
代
都
市
類
型
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

一
九
世
紀
の
第
四
・四
半
紀
に
北
米
大
陸
に
お
い
て
生
ま
れ
た
都

巨
大
城
下
町

・江
戸

の
社
会
的
結
合

(吉
田
)

六

一
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市
類
型
で
あ
り
、
高
度
な
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
下
に
単

一
化
を
遂
げ
た
市
民
社
会
を
基
盤
と
す
る
点
に
特
質
を
有
す
。
現
代
都
市
は
こ
う

し
て
当
初
は
特
殊
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
高
度
資
本
主
義
世
界
シ
ス
テ
ム
と
共
に
二
〇
世
紀
の
過
程
で
地
球
的
規
模
に

「普
及
」
し
て
、
二

一

世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
最
も
普
遍
的
な
都
市
類
型
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
摩
天
楼
と
ス
ラ
ム
、
無
機
的
道
路
空
間
の
横
溢
と

大
気
汚
染
、
画

一
的
な
生
活
様
式
と
大
量
消
費
な
ど
、
無
個
性
的
な
相
貌
を
も
つ
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

一
方
、
伝
統
都
市
は
そ
の
対
極
に
存
在
す
る
。
こ
れ
は
世
界
各
地
の
前
近
代
社
会
に
お
い
て
、
古
代
以
来
か
ら
の
も

の
を
含
め
て
膨
大
な

時
間
の
堆
積
の
上
に
形
成
さ
れ
た
多
様
で
個
性
的
な
諸
都
市
を
包
括
的
に
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
す
で
に
廃
嘘
と
な
っ
た
も
の
も

あ
り
、
ま
た
現
代
都
市
の
内
部
に
石
化
し
た
か
た
ち
で
存
続
す
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
場
合
、
伝
統
都
市

の
最
も
主
要
な
形
態

の

一
つ
は
都
城
で
あ
り
、
今

一
つ
は
城
下
町
で
あ
る
。
都
城
は
廃
嘘
と
化
し
、城
下
町
は
各
地
で
現
代
都
市
の
中
心
部
に
骨
化
し
て
伝
存
す
る
。

伝
統
都
市
の
特
徴
は
、
社
会
的
結
合
や
空
間
構
成
に
お
け
る
分
節
性
、
非
均

一
性
、
複
層
性
等
々
で
あ
り
、
そ
の
基
盤

に
は
、
自
然

11
大
地
に

全
面
的
に
依
存
す
る
素
朴
な
生
産
様
式
が
あ
る
。
そ
し
て
近
代
都
市
と
は
、
こ
う
し
た
多
様
な
伝
統
都
市
が
現
代
都
市

へ
と
解
体

.
改
造

.

再
編
さ
れ
て
ゆ
く
過
渡
期
の
段
階
の
も
の
と
し
て
想
定
し
う
る
。
そ
こ
で
社
会
の
骨
格
と
し
て
あ
る
の
は

「複
層
的
市
民
社
会
」
(東
条
由
紀

彦

『製
糸
同
盟
の
女
工
登
録
制
度
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
〇
年
)
で
あ
り
、
前
資
本
主
義
的
な
小
経
営
の
健
在

で
あ
り
、
さ
ら
に
は
輩

固
に
残
る
差
異
的
分
節
構
造
で
あ
っ
た
り
す
る
。

2

第
二
の
方
法
的
前
提
は
、
「分
節
的
な
社
会
11
空
間
構
…造
」
論
、
す
な
わ
ち

「分
節
構
造
論
」
で
あ
る
。
こ
の
議
論

の
前
提
に
は
、
一
つ
に
は

塚
田
孝
氏
に
よ
る
「重
層
と
複
合
」
論

(
『近
世
日
本
身
分
制
の
研
究
』
兵
庫
部
落
問
題
研
究
所
、

一
九
八
七
年
)
が
あ
る
。
塚
田
氏
は
、
日
本

の
近
世
に
お
い
て
は
社
会
集
団
11
共
同
組
織
の

「重
層
と
複
合
」
に
よ
り
全
体
社
会
が
構
成
さ
れ
る
と
論
じ
た
。
重
層
と
は
、
村
や
町
の
よ

う
な
基
礎
的
な
社
会
集
団
が
、
二
次
的

・
三
次
的
に
よ
り
上
位
の
集
団
を
形
成
し
て
ゆ
く
よ
う
な
関
係
を
、
ま
た
複
合
と
は
、
異
種
の
社
会



集
団
間
の
交
流

.
関
係
の
側
面
を
い
う
。
二
つ
に
は
、
二
宮
宏
之
氏
に
よ
っ
て
紹
介

・
展
開
さ
れ
た
社
会
的
結
合

(ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
)
論
を
多

分
に
意
識
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。
分
節
構
造
論
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
議
論
を
前
提
と
は
す
る
も
の
の
、

江
戸
と
い
う
巨
大
な
城
下
町
の
社
会
構
造
や
、
そ
れ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
空
間
構
成
の
個
々
の
要
素
に
関
す
る
個
別
研
究
か
ら
、
帰
納
的

に
導
き
出
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
か
ら
な
っ
て
い
る
。

①

江
戸
で
は
、
幕
府
権
力
の
所
在
地
目
城
郭
を
中
心
と
し
、
大
名
の
藩
邸

・
旗
本
屋
敷

・
御
家
人
屋
敷

・組
屋
敷
な
ど
か
ら
な
る
武
家
地
、
多

数

の
町
共
同
体
が
集
中
す
る
町
人
地
、
大
規
模
寺
院

・神
社
や
寺
町
、
そ
し
て
中
小
寺
社
か
ら
な
る
寺
社
地
、
え
た
町
村
な
ど
、
諸
身
分
集

団
が
居
住
空
間
域
ご
と
に
区
分
さ
れ
、
こ
れ
と
相
即
し
つ
つ
、
全
体
と
し
て
即
自
的
な
分
節
構
造
を
形
づ
く
る
。

②
右
の
う
ち
、
と
く
に
町
人
地
の
社
会
に
お
い
て
は
、
複
雑
に
発
達
を
と
げ
た
分
業
関
係
や
職
分
、
ま
た
そ
の
基
盤
に
あ
る
小
経
営
の
成
熟

を
基
礎
と
し
て
、
仲
間

・
組
合

・
組

・
講
中

・
連
な
ど
、
多
様
な
社
会
的
結
合
が
籏
生
す
る
。
こ
れ
ら
は
町
と
い
う
地
縁
的
な
小
共
同
体
の

枠
組
を
超
え
広
域
に
展
開
し
、
部
分
的
に
は
武
家
地

・
寺
社
地
の
一
部
に
ま
で
浸
潤
す
る
に
至
る
。
こ
れ
も
即
自
的
な
分
節
構
造
の

一
形

態
と
考
え
ら
れ
る
。

③

一
方
、
①

.②
と
は
異
な
る
位
相
に
お
い
て
、
大
店
や
市
場
仲
間
な
ど
の
社
会
的
権
力
が
磁
極

1ー
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
主
体
と
な
っ
て
、
と
く
に
②

の
部
分
に
お
け
る
周
辺
の
社
会
的
結
合
を
人
格
的
、
ま
た
経
済
的
に
統
合

・
編
成
し
た
結
果
形
成
さ
れ
る
、
い
わ
ば
対
自
的
な
分
節
構
造

が
存
立
す
る
。

④

し
か
し
、
②
で
み
た
多
様
な
社
会
的
結
合
は
、
社
会
的
権
力
に
よ
っ
て
充
全
に
統
合

・
編
成
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
こ
で
は

特
に

「日
用
」
層
、
逸
脱
的
社
会
層
に
足
場
を
置
く
諸
集
団
、
ま
た
ア
ウ
ト
ロ
ー
的
部
分
に
お
い
て
、
③
と
は
対
抗
的
に
民
衆
世
界
を
構
造

化
せ
し
む
る
要
素
、
す
な
わ
ち
対
抗
的
な

「権
威
」
が
広
く
形
成
さ
れ
た
。

巨
大
城

下
町

・江

戸
の
社
会
的
結
合

(吉

田
)

六
三
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六
四

●

3

さ
て
右
で
述
べ
た
分
節
構
造
と

い
う
伝
統
都
市
社
会
の
分
析
視
角

・
方
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
制
期
の
社
会
史
を
論
ぜ
ら
れ
る
二
宮
宏

之
氏
に
よ

っ
て
紹
介

・
展
開
さ
れ
た
、
社
会
的
結
合

1ー
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
論
と
近
似
的
な
側
面
を
も
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
氏
は

「
フ
ラ
ン
ス

絶
対
王
制
期
の
統
治
構
造
」
(二
宮
宏
之

『全
体
を
見
る
眼
と
歴
史
家
た
ち
』
木
鐸
社
、

一
九
八
六
年
)
と
題
す
る
有
名
な
論
文
に
お
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
の
十
七
・十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
制
期
に
お
け
る
権
力
秩
序
と
社
会
的
結
合
関
係
と
の
相

即
構
造
に
つ
い
て
論
じ

た
。
そ
こ
で
氏
は
、
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
国
家
は
、
一
見
す
る
と
中
央
集
権
的
統

一
国
家
の
相
貌
を
呈
す
る
が
、
伝
統
的
社
会
の
構
造
に
深

く
拘
束
さ
れ
、
こ
れ
に
適
合
的
な
権
力
秩
序
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て

「家
」
を
起
点
と
す
る
社
会
的
結
合
関
係
に
ま
で
降
り
た

っ
て
、

権
力
秩
序
の
機
能
を
捉
え
な
お
す
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
つ
の
絆
の
契
機
-
空
間
的

・
地
縁
的
結
合
と
機
能
的

・
職

能
的
結
合
1
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
る

「自
然
生
的
」
結
合
関
係
の
一
般
的
定
在
と
、
こ
れ
ら
の
中
で
王
権
に
よ

っ
て
法
人
格
を
付
与
さ
れ
た
、

対
自
的
に
捉
え
か
え
さ
れ
た
社
会
的
結
合
と
し
て
の
社
会
集
団
を
、
「社
団
」
(「中
間
団
体
」)
と
定
義
し
た
。
ま
た

一
方
に
は
、
こ
う
し
た
社

団
的
編
成
か
ら
排
除
さ
れ
、
自
然
生
的
な
結
合
関
係
か
ら
も
疎
外
さ
れ
た
大
量
の
非
市
民
層

・
貧
民
層
を

「
周
縁
的

」
社
会
層
と
し
て
位
置

づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
取
り
図
に
も
と
つ
く
氏
自
身
に
よ
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
や
全
体
史
の
叙
述
は
未
見
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
分

節
構
造
論
と
親
和
的
で
あ
る
の
は
瞭
然
と
し
て
い
る
。
そ
の
差
異
を
み
る
と
、
と
り
あ
え
ず
以
下
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

第

一
に
、
前
述
の
よ
う
に
日
本
近
世
史
、
と
く
に
身
分
論
や
都
市
社
会
史
に
お
い
て
、
実
証
・帰
納
的
に
抽
出
さ
れ
て
き
た

「重
層
と
複
合
」

論

や
分
節
構
造
論
は
、
社
会
レ
ベ
ル
の
構
造
把
握
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
権
力
と
の
連
接
関
係
、
あ
る
い
は
権
力
秩
序
の
側
面
を
包
括
し
た

方
法
と
し
て
は
ま
だ
未
熟
で
あ
る
と
考
え
る
。

第
二
は
、
一
方
の
社
会
的
結
合
論
は
、
国
家
ー
社
団
-
非

・
社
団
1

「周
縁
」
的
社
会
層
と
い
う
関
係
構
造
論
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

み
う
け
る
。
こ
の
点
で
は
中
野
隆
生
氏
が
、
「絡
み
あ
う
諸
関
係
の
総
和
が
織
り
な
す
広
が
り
」
を
枠
と
し
て
、
こ
う
し
た

「空
間
的
限
定
を



と
も

な
っ
た
人
び
と
の
自
律
的
ま
と
ま
り
」
を

「
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ヴ
ェ
ル
」
に
お
い
て
解
明
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
点
が
想
起
さ

れ
る
。
(中
野
隆
生

「
『
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
ー-
社
会
的
結
合
』
論
の
二
〇
年
」
歴
史
学
研
究
会
編

『国
家
像

・社
会
像
の
変
貌
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇

三
年
)

4
.

さ
い
ご
に
、
江
戸
の
都
市
社
会
史
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
「絡
み
あ
う
諸
関
係
の
総
和
が
織
り
な
す
広
が
り
」
と
し
て
の
場
の
叙
述
に
む

け

て
、
方
法
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
の
べ
て
お
き
た
い
。

手
元
に
あ
る
史
料
か
ら
、
次
の
よ
う
な
例
を

一
つ
あ
げ
て
み
ょ
う
。

(端
裏
封
表
書
)

「台
河
岸

十
花
村

五
木
田
宗
右
衛
門
様

山
崎
又
市

貴
下

」

以
手
紙
啓
上
仕
候
、
秋
冷
之
劒
御
座
候
得
共
愈
御
勇
健
之
由
珍
重
御
儀
奉
存
候
、
然
者
当
村
地
頭
所
早
米
白
米
弐
俵
四
斗
壱
升
入
、

其
御
河
岸

へ
出
し
候
間
、
瀬
戸
越
し
二
而
御
積
送
り
可
被
下
候
、
当
年
ハ
御
屋
敷
直
納
二
相
成
候
間
、
四
斗
納
メ
不
切
様
御
申
付
御

納
メ
可
被
下
候牛

込
揚
場
6
小
日
向
馬
場

建
部
伝
右
衛
門
様

ト
の

御
役
人
中
様

右
送
り
状

二
而
御
送
り
可
被
下
候
、
且
運
賃
内
金
壱
朱
也
、
此
も
の
こ
差
遣
候
問
御
受
取
可
被
下
候
、
尤
揚
場

6
御
屋
敷
迄
の
車
力

巨
大
城
下
町
.江
戸
の
社
会
的
結
合
(吉
田
)

六
五



メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学

創
刊
号

二
〇
〇

五
年

一
二
月

六
六

ハ
何
程

二
候
哉
相
分
り
不
申
候
間
、
此
度

ハ
先
払
之
積
り
二
御
認
メ
可
被
下
候
、
右
得
貴
意
度
如
此
御
座
候
、
以
上

八
月
廿
八
日

追
而
当
月
限
り
直
上
納
之
旨
被
仰
付
置
候
義

二
御
座
候
間
、
今
日
瀬
戸
船

二
御
積
出
し
被
下
候
様
奉
願
候
、
若
其
御
河
岸
二
便
舟
無

之
候

ハ
・
、
外
河
岸
御
尋
被
下
候
而
成
共
、
今
日
中
御
積
送
り
被
下
候
様
く
れ
く

も
奉
願
候
、
以
上

(『千
葉
県
の
歴
史
』
近
世
資
料
編

・
下
総
二
、
五
九
五
号
史
料
。
県
立
関
宿
城
博
物
館
所
蔵
五
木
田
家
文
書
。
)

じ
ゅ
う
か

右

の
近
世
後
期
と
み
ら
れ
る
年
欠
の
史
料
は
、
下
総
国
豊
田
部
十
花
村
名
主
の
山
崎
又
市
が
、
水
海
道
台
河
岸
の
河
岸
問
屋

・
五
木
田
宗

右
衛
門
に
あ
て
た
書
状
で
あ
る
。
十
花
村
の
知
行
主
は
旗
本
酒
井
氏

(五
八
三
・七
石
余
)
と
建
部
氏

(
一
七
四
・六
石
余
)
の
相
給
で
あ
る
が
、

こ
の
内
、
建
部
氏
の
役
人
か
ら
の
命
令
で
、
こ
の
年
の

「早
米
」
(早
目
に
上
納
す
る
年
貢
米
か
)
を
二
俵
、
十
花
村
名
主
が
江
戸
の
建
部
屋

敷
に
あ
て
て
直
接
送
り
出
し
た
と
き
、
五
木
田
に
対
し
て
送
り
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
依
頼
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
米
の
運

搬

に
か
か
わ
る
人
々
と
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
場
を
み
る
と
、
概
略
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

十
花
村

(名
主
)
↓
馬
で
の
輸
送

(駄
賃
稼
ぎ
)
↓
水
海
道
台
河
岸

(河
岸
問
屋
)
↓
鬼
怒
川

(高
瀬
船
)
↓
中
利
根
川

・
瀬
戸
河
岸
で
荷
揚

げ
し
、
陸
送

(小
場
人
足

・
駄
賃
稼
ぎ
)
↓
江
戸
川

・
今
上
河
岸

(高
瀬
船
)
↓
江
戸

・
奥
川
筋
船
積
問
屋
↓
艀
下

(艀
下
宿
と
舟
乗
)
↓
牛

し

て

か
た

込
揚
場

(小
揚
人
足
)
↓
大
八
車
で
の
陸
送

(車
屋
と
車
力
ほ
仕
手
方
)
↓
建
部
屋
敷

一
個

の
旗
本
が
支
配
地
か
ら
わ
ず
か
な
年
貢
米
を
送
ら
せ
る
こ
と
で
、
江
戸
と
周
辺
地
域
を
結
ぶ
右
の
よ
う
な

「絡
み
あ
う
諸
関
係
」
の
連

鎖
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
村
、
駄
賃
稼
ぎ
、
河
岸
問
屋
、
船
持
、
船
頭
、
水
主
、
艀
下
宿
、
艀
下
、
小
揚
人
足
、
車
屋
、
仕
手
方
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
の
基
盤
に
は
、
、
年
貢
米
輸
送
に
関
わ
る
い
く
つ
か
の
位
相
か
ら
な
る
諸
集
団
が
ぶ
厚
く
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
巨
大
城
下
町
江
戸
と
周
辺
の
在
地
社
会
や
町
場
を
つ
ら
ぬ
い
て
形
成
さ
れ
る
構
造
連
鎖
の
全
体
像
を
、
そ
の
基
盤
に
あ
る
諸
集
団
11

社
会
的
結
合
を
軸
に
し
て
描
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
有
意
味
な
枠
組
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
連
鎖
の
全
体
構

造
の
一
端
を
精
緻
に
叙
述
す
る
に
は
、
社
会
レ
ベ
ル
に
お
い
て
固
有
の
磁
場
を
構
成
す
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
闘
社
会
的
権
力
と
、

一
方
で
、
権
力

秩
序
と
の
連
接
関
係
と
を
同
時
に
み
な
が
ら
分
析
を
深
め
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



(付
記
)

小
稿
の
内
容
と
の
関
連
で
、
左
記
の
拙
稿
を
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

・
吉
田
伸
之

『巨
大
城
下
町
江
戸
の
分
節
構
造
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

.
吉
田
伸
之

「城
下
町
の
構
造
と
展
開
」
佐
藤
信

・
吉
田
編

『都
市
社
会
史
』
新
体
系
日
本
史
6
、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇

一
年
。

巨
大
城
下
町

・
江
戸

の
社
会
的
結
合

(吉
田
)

六
七


